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●
開
会
日
（
６
月
８
日
）

■
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
お
見
舞
い

議
事
に
先
立
ち
、
武
石
利
彦
議
長
は
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ

っ
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

■
知
事
提
案
説
明
　
〜
様
々
な
施
策
を
大
幅
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
〜

尾
﨑
知
事
は
、
熊
本
地
震
に
つ
い
て
、
「
県
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
義
援

金
を
頂
く
な
ど
、
県
を
挙
げ
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
全
国
知

事
会
な
ど
と
連
携
し
て
、
一
日
も
早
い
復
興
を
応
援
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、

熊
本
地
震
の
教
訓
に
学
び
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
今
年
度
は
県
政
運
営
３
期
目
の
実
質
的
な
初
年
度
と
な
る
こ
と
に

触
れ
、
「
産
業
振
興
計
画
、
日
本
一
の
健
康
長
寿
県
構
想
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
行
動
計
画
の
大
幅
な
改
定
や
教
育
等
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大
綱

の
策
定
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
大
幅
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。
引
き
続

き
県
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
各
地
域
や
分
野
の
実
情
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
、
賜
っ
た
お
知
恵
を
施
策
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
実
行
す
る
よ
う
努
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
「
来
年
３
月
の
『
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
』
開
幕
に
向
け
て
、
地
域
の
歴
史
資
源
を
磨
き
上
げ
、
周
辺
の

食
や
自
然
を
組
み
合
わ
せ
た
周
遊
コ
ー
ス
の
形
成
を
力
強
く
支
援
す
る
た
め

の
経
費
な
ど
、
総
額
12
億
１
千
万
円
余
り
を
計
上
し
た
」
と
述
べ
、
最
後
に
、

今
回
提
案
し
た
議
案
19
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

●
本
会
議
質
問
（
６
月
13
日
〜
15
日
）

８
名
の
議
員
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
や
「
高
知
県
教
育
大
綱
」
の
制

定
、
「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
６
月
16
日
〜
20
日
）

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
19
件
の
う
ち
16
件
を
可
決
、
３
件
を
承

認
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
６
月
22
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
19
件
に
つ
い
て
は
、
16
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
３
件

を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
議
案
１
件
に
同
意
し
ま

し
た
。
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
議
員
派
遣
議
案
１
件
と

意
見
書
議
案
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
議
員
定
数
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
な
ど

県
議
会
議
員
の
定
数
、
選
挙
区
及
び
選
挙
区
別
議
員
定
数
に
つ
い
て
の
調

査
検
討
を
行
う
た
め
、
議
員
定
数
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
高
知
県
・
高
知
市
病
院
企
業
団
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
を
行
い
、

浜
田
英
宏
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

会
期
　
６
月
８
日
〜
６
月
22
日 【
15
日
間
】

６
月
定
例
会
の
概
要

＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。

7月30日にデビューした観光PR隊「土佐おもてなし海援隊」

主な内容
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 本会議の質問…………………… ２･３面
 主な審議の結果…………………… ３面
 常任委員会委員長報告要旨 …… ４面
＊委員会活動
 議員定数問題等調査特別委員会
　の動き……………………………… ３面
 常任委員会の動き………………… ４面
＊お知らせ
 ９月定例会開催予定 ……………… ３面
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環
境
省
は
、８
月
ま
で
に
全

国
の
国
立
公
園
32
カ
所
の
中
か

ら
５
カ
所
を
指
定
し
、平
成
32
年

ま
で
の
５
年
間
で
集
中
整
備
す

る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
表
し
た
。愛
媛
県
と
も

問

　
知
事
　
第
３
期
産
業
振
興

計
画
で
掲
げ
る
平
成
31
年
度
の
年

間
移
住
者
1
千
組
と
い
う
高
い
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、地
域
の
実
情

答

に
合
っ
た
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
具
体
化
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

７
月
末
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
の

高
知
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
を
も
と
に
、

総
合
戦
略
の
中
に
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
位
置

付
け
て
い
る
８
市
町
村
を
中
心
に
、

構
想
づ
く
り
か
ら
事
業
化
ま
で
一

貫
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
人
口
減
少
が
進
む
本
県
に

と
っ
て
更
に
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る「
高
知
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
」の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
聞
く
。

問
　
教
育
長
　
第
３
期
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
行
動
計
画
で
は
、平

成
30
年
度
ま
で
に
全
公
立
学
校
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
の
完
了
を

目
標
と
し
て
い
る
が
、現
在
公
立
小

中
学
校
の
耐
震
化
率
は
59・6
％
に

と
ど
ま
って
い
る
。完
了
の
見
通
し
が

立
って
い
な
い
市
町
村
に
は
早
期
の
対

策
を
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、国

に
も
引
き
続
き
予
算
の
確
保
を
要

望
し
て
い
く
。な
お
、県
立
学
校
に
つ

い
て
は
、今
年
度
実
施
す
る
工
事
で

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
が
完
了
す

る
予
定
だ
。

答

　
知
事
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

発
生
は
刻
一
刻
と
迫
っ
て
お
り
、防

災
・
減
災
対
策
を
更
に
加
速
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
が
、全
国
防
災

事
業
が
昨
年
度
終
了
し
、緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
も
今
年
度
限
り

と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、９
県
知

事
会
議
で
、緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
の
恒
久
化
な
ど
、予
算
の
確
保
や

財
政
支
援
措
置
の
充
実
に
つい
て
国

へ
の
政
策
提
言
を
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

今
後
も
引
き
続
き
全
国
知
事
会
や

関
係
県
と
連
携
し
て
国
に
要
望
し

て
い
く
。

答
　
浦
戸
湾
の
三
重
防
護
や
住

宅
の
耐
震
化
な
ど
、ま
だ
ま
だ

や
る
べ
き
こ
と
が
多
い
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
の
財
源
を
ど
の

よ
う
に
確
保
す
る
の
か
聞
く
。

問

　
熊
本
地
震
で
は
、ガ
ラ
ス

や
天
井
の
破
損
に
よ
り
避
難
所

と
し
て
使
用
で
き
な
い
学
校
施

設
が
あ
っ
た
。何
よ
り
児
童
生
徒

た
ち
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
に

も
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
が
必

要
だ
が
、県
内
の
各
学
校
施
設

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
更
な
る

対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

問

外部筋交い補強による住宅耐震化

あったかふれあいセンターの買い物支援

　
危
機
管
理
部
長
　
活
断

層
は
全
国
に
約
２
千
あ
る
と
さ
れ
、

国
な
ど
の
公
表
資
料
で
県
内
に
も
16

カ
所
確
認
し
て
い
る
。ま
た
、活
動
の

度
合
い
や
社
会
へ
の
影
響
の
高
い
主

答

要
活
断
層
帯
が
全
国
で
97
カ
所
公

表
さ
れ
て
お
り
、本
県
に
影
響
す
る

活
断
層
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、国
内

は
ど
こ
で
も
内
陸
直
下
型
地
震
が
発

生
す
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
県
内
の
活
断
層
の
有
無
及

び
内
陸
直
下
型
地
震
が
発
生
す

る
可
能
性
に
つ
い
て
聞
く
。

問 　
健
康
政
策
部
長
　
今
回
の

国
保
制
度
改
革
の
目
的
は
、持
続
可

能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る

た
め
の
財
政
基
盤
の
強
化
だ
と
考
え

て
い
る
。運
営
方
針
の
策
定
や
改
革

後
の
国
保
運
営
に
当
た
って
は
、市
町

村
と
も
改
革
の
目
的
を
共
有
し
、被

保
険
者
の
方
々
が
安
心
し
て
必
要
な

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

答
　
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
の
財
政
を
都
道
府
県
が

担
う
こ
と
に
な
る
。そ
の
運
営
方

針
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、医

療
か
ら
排
除
さ
れ
る
人
を
つ
く

ら
な
い
こ
と
を
大
き
な
テ
ー
マ

の
一
つ
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

　
土
木
部
長
　
熊
本
地
震
で

は
、築
年
数
が
40
年
を
超
え
る
と
推

定
さ
れ
る
木
造
住
宅
が
多
数
倒
壊

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、ま
ず
は
旧
耐

震
基
準
の
木
造
住
宅
への
対
応
を
優

先
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
在
国
が
進
め
て
い
る
熊
本
地
震
の

被
害
要
因
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え

て
、昭
和
56
年
６
月
以
降
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅
への
対
応
も
検
討
し

て
い
く
。

答
　
熊
本
地
震
で
は
、住
宅
耐

震
化
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。平
成
12
年
に
は
、

昭
和
56
年
に
次
ぐ
大
き
な
耐
震

基
準
の
改
定
が
あ
っ
た
た
め
、昭

和
56
年
６
月
か
ら
平
成
12
年
５

月
に
着
工
し
た
住
宅
に
つ
い
て

も
、耐
震
診
断・補
強
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問

【
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
】高
齢
者
が
元
気
な
う
ち
か

ら
移
り
住
み
、必
要
な
介
護・医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、ア
ク
テ
ィ
ブ

に
自
立
し
た
暮
ら
し
を
す
る
共
同
体
。

中根　佐知
（日本共産党）

　
地
域
福
祉
部
長
　
こ
れ
ま

で
も
買
い
物
代
行
や
配
食
な
ど
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
て
き
た
。今
後
は
実
態
調
査
の

答

結
果
も
市
町
村
と
共
有
し
な
が
ら
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
地
域
で
提

供
さ
れ
る
よ
う
、専
門
家
の
派
遣
な

ど
に
よ
り
積
極
的
に
市
町
村
を
支

援
し
て
い
く
。

　
住
民
の
高
齢
化
や
地
元
小

売
業
の
廃
業
な
ど
で
、市
街
地

で
も
買
い
物
弱
者
が
増
え
て
い

る
。県
は
今
年
度
、買
い
物
代

行
や
移
動
販
売
車
の
実
態
調

査
を
行
う
が
、そ
の
結
果
を
踏

ま
え
た
今
後
の
高
齢
者
に
対
す

る
様
々
な
生
活
支
援
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
聞
く
。

問
　
水
産
振
興
部
長
　
第
１
回

検
討
会
で
は
、基
本
的
な
方
向
と
し

て
、地
震
の
発
生
を
迅
速
に
伝
達
す

る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
は
、24
時
間
体
制

で
通
報
す
る
仕
組
み
や
双
方
向
で

の
通
信
の
必
要
性
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。こ
の
シ
ス
テ
ム
で
漁
業
者
の
生

命
と
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、被
害

を
免
れ
た
漁
船
が
被
災
後
の
物
資

輸
送
や
漁
業
復
興
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

答
　
地
震
や
津
波
の
発
生
を
24

時
間
体
制
で
漁
業
者
に
伝
え
る

津
波
警
報
シ
ス
テ
ム
の
検
討
会

が
今
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
。今

年
度
末
ま
で
に
案
の
決
定
を
目

指
し
て
い
る
が
、現
状
と
課
題
及

び
期
待
さ
れ
る
効
果
を
聞
く
。

問

　
土
木
部
長
　
平
成
43
年
度

の
完
成
を
目
標
に
、
国
と
県
を
合

わ
せ
た
総
事
業
費
6
0
0
億
円
で
、

高
知
新
港
沖
・
浦
戸
湾
入
口
・
浦

戸
湾
内
の
３
つ
の
ラ
イ
ン
で
防
波

堤
の
延
伸
や
改
良
を
行
う
。
こ
の

三
重
防
護
に
よ
り
、
発
生
頻
度
が

高
い
津
波
で
想
定
さ
れ
る
県
中
央

部
の
浸
水
面
積
1
6
0
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
解
消
さ
れ
る
。
ま
た
、

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
で
も
、
到
達

時
間
を
遅
ら
せ
て
人
命
を
守
り
、

浸
水
の
面
積
や
深
さ
を
低
減
さ
せ

　
高
知
新
港
か
ら
浦
戸
湾
に

か
け
て
の
三
重
防
護
体
制
の
事

業
計
画
と
、県
都
周
辺
の
津
波

対
策
が
ど
の
よ
う
に
強
化
さ
れ

て
い
く
の
か
聞
く
。

問 浦
戸
湾
の
三
重
防
護
体
制

上田　周五
（県民の会）

西森　雅和
（公明党）

上田　貢太郎
（自由民主党）

（県民の会）

浜田　英宏
（自由民主党）

　
知
事
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
の
緊
急
時
に
、法
律
制
定
や
補
正

予
算
決
定
と
同
等
の
効
果
を
有
す

る
権
限
を
政
府
に
付
与
す
る
た
め

の
根
拠
規
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、国
民
の
私
権
を
制
限
し
て
で

も
迅
速
な
応
急
救
助
活
動
を
行
う

事
態
も
想
定
さ
れ
る
が
、権
力
の
濫

用
が
あ
って
は
な
ら
な
い
の
で
、緊
急

時
に
制
限
で
き
る
人
権
や
そ
の
期

間
を
憲
法
に
限
定
列
挙
し
て
規
定

　
大
規
模
災
害
や
無
差
別
テ

ロ
に
対
す
る
万
全
の
法
整
備
が

必
要
だ
と
思
う
が
、憲
法
に
緊

急
事
態
条
項
を
新
設
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
聞
く
。

問

橋本　敏男

緊
急
事
態
条
項
の
必
要
性

津
波
警
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築

高
齢
者
の
生
活
支
援
の

充
実
強
化

住
宅
耐
震
化
の
推
進

国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
単
位
化

内
陸
直
下
型
地
震
の

可
能
性

学
校
施
設
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
化

高
知
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の

展
望

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

の
財
源
確
保

国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
モ
デ
ル
指
定

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
。

て
資
産
や
経
済
基
盤
の
被
害
を
小

さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６月定例会本会議の質問
質
問
者（
質
問
順
）

六
月
十
三
日

　
浜
田
　
英
宏

　
上
田
　
周
五

　
中
根
　
佐
知

六
月
十
四
日

　
西
森
　
雅
和

　
上
田
　
貢
太
郎

　
橋
本
　
敏
男

六
月
十
五
日

　
久
保
　
博
道

　
三
石
　
文
隆

答

答



̶3̶

6月定例会 主な審議の結果
●可決された議案（24議案）※同意または承認を含む
知事提出議案（20議案）
予算議案（2議案）
・平成28年度高知県一般会計補正予算（約12億1千万円） ほか1議案
条例議案（9議案）
・職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び警察職員の勤務時間、休
日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例議案 ほか8議案
その他議案（9議案）
・県有財産（（仮称）南国日章工業団地造成事業用地）の取得に関する議案
 ほか8議案

議員提出議案（4議案）
意見書議案（3議案）
・教職員定数の改善を求める意見書議案
・骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書議案
・森林・林業政策の推進を求める意見書議案
その他議案（1議案）
・議員を派遣することについて議会の決定を求める議案

　※議案に対する各議員の賛否の状況は、
　　高知県議会ホームページでご覧いただけます。 

　
ス
ポ
ー
ツ
で
高
知
県
を
一

層
元
気
に
す
る
に
は
、効
率
的
、

効
果
的
な
ス
ポ
ー
ツ
行
政
が
求

め
ら
れ
る
。こ
の
た
め
、教
育
委

員
会
が
所
管
す
る
学
校
体
育
関

係
を
除
き
、ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
一

元
化
し
た
組
織
を
知
事
部
局
に

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

問

（自由民主党）
久保　博道

　教
育
長

　清
水
高
校
は
、想

定
さ
れ
る
津
波
高
が
高
く
、到
達
時

間
も
早
い
た
め
、他
の
２
校
よ
り
も

津
波
対
策
の
必
要
性
が
強
い
表
現

に
な
って
い
る
。ま
た
、こ
の
３
校
の
具

体
的
な
津
波
対
策
に
つ
い
て
は
、来

年
度
か
ら
検
討
を
始
め
、平
成
31
年

度
か
ら
の
後
期
実
施
計
画
で
明
ら

か
に
す
る
。

答

　県
立
高
等
学
校
再
編
振
興

計
画
に
お
い
て
、安
芸
中
高
・
宿

毛
高
校
・
清
水
高
校
の
３
校
で
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
津
波
を
想

定
し
た
学
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
表
現
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、具
体
的
な
検
討
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
聞
く
。

問 安
芸
中
高・宿
毛
高
校・

清
水
高
校
の
津
波
対
策

ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
所
管
組
織

の
一
元
化

　知
事
　
教
育
大
綱
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、本
県
教
育
の
現
状
と

課
題
を
深
く
掘
り
下
げ
、解
決
に

向
け
て
真
に
有
効
な
施
策
を
打
ち

出
す
こ
と
を
目
指
し
た
。そ
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
地
域
と
の
連
携
・
協
働

を
進
め
る
に
は
、県
民
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、粘
り
強

く
周
知
徹
底
に
努
め
た
い
。

答

　教
育
長
　
昨
年
度
は
、ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
2
9
3
校

で
延
べ
6
万
6
4
9
1
回
、ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
2
8
8

校
で
延
べ
1
万
4
3
2
7
回
の
支

援
を
行
っ
た
。平
成
31
年
度
ま
で
に

全
小
中
学
校
に
配
置
す
る
た
め
、臨

床
心
理
士
会
や
大
学
、市
町
村
教

育
委
員
会
と
連
携
し
て
人
材
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、専
門
性
向
上

の
た
め
の
研
修
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。ま
た
、常
勤
化
も
含
め
た
処
遇

改
善
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

答

　県
内
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
数
と
訪
問

数
、ま
た
、こ
う
し
た
心
の
専
門

家
を
ど
の
よ
う
に
養
成
し
て
い

る
の
か
聞
く
。

問 厳
し
い
環
境
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

　総
合
教
育
会
議
で
の
討
議

結
果
を
受
け
て
、今
後
４
年
間

の
本
県
の
教
育
の
方
向
性
を
示

し
た「
教
育
等
の
振
興
に
関
す

る
施
策
の
大
綱
」が
３
月
に
出

来
上
が
っ
た
。県
政
初
の
教
育

大
綱
を
策
定
し
た
思
い
と
、本

県
教
育
の
質
的
向
上
を
ど
の
よ

う
に
訴
え
る
か
聞
く
。

問

（自由民主党）
三石　文隆

教
育
大
綱
を
策
定
し
た

思
い
と
県
民
へ
の
周
知

　知
事
　 

本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
行

政
は
、教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
観
光
振
興

部
が
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
福

祉
部
が
所
管
す
る
な
ど
、関
連
部
局

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。現

在
の
体
制
で
も
効
果
的
に
推
進
で

き
て
い
る
と
考
え
る
が
、組
織
を
再

編
し
た
都
道
府
県
の
取
組
状
況
を

し
っ
か
り
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答　
来
年
３
月
か
ら
２
年
間

「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」が

開
催
さ
れ
る
が
、メ
イ
ン
会
場

の「
高
知
城
歴
史
博
物
館
」と

「
ひ
ろ
め
市
場
」間
の
追
手
筋
側

に
、歴
史
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
日
曜
市
の
よ
う
な
街
路
市

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

問

　観
光
振
興
部
長
　 

御
提
案

の
街
路
市
が
実
現
す
れ
ば
、高
知
城

や
歴
史
博
物
館
か
ら
中
心
商
店
街

な
ど
へ
の
周
遊
が
促
進
さ
れ
、周
辺

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
も
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。ま
ず
は
出

店
者
の
意
向
調
査
結
果
を
関
係
者

で
協
議
し
、一
定
実
現
の
め
ど
が
つ
け

ば
博
覧
会
の
専
門
部
会
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

答 高
知
城
歴
史
博
物
館
に

面
し
た
街
路
市
の
開
設

連
携
し
て
、足
摺
宇
和
海
国
立

公
園
の
モ
デ
ル
指
定
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
を
早
急
に
起
こ
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　観
光
振
興
部
長
　
国
立
公

園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
公
募
制
で

は
な
い
が
、モ
デ
ル
指
定
を
受
け
れ

ば
、竜
串
地
域
を
中
心
に
進
め
る
観

光
地
づ
く
り
の
後
押
し
と
な
り
、来

訪
者
の
増
加
が
大
い
に
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。愛
媛
県
と
も
連
携

し
て
、早
急
に
ア
ク
シ
ョン
を
起
こ
し

て
い
き
た
い
。

答

高知城歴史博物館（平成29年3月開館予定）

● 高知ケーブルテレビ
● 西南地域ネットワーク
● よさこいケーブルネット
● 香南ケーブルテレビ
● 四万十町ケーブルネットワーク
● むろと光サービス
● 黒潮町ケーブルテレビ

… 718ch
… 111ch
… 851ch
… 112ch
… 111ch
… 111ch
… 11ch,111ch

県議会では本会議の審議の様子をインターネットとケーブルテレビで生中継しています。
議会日程をご確認のうえ、ぜひご覧ください。

インターネット ケーブルテレビ
○高知県議会ホームページの「議会中継」からご
覧いただけます。
○同ホームページ内のVOD（ビデオ・オン・デマン
ド）にて、平成25年度以降の録画中継もご覧い
ただけます。
○スマートフォン・タブレットなどでも視聴できます。
　［URL］ http://gikai.pref.kochi.lg.jp/

議会中継

９月定例会の日程９月定例会の日程９月定例会の日程
  9月 28日 (水) 開　会
10月 4日 (火) 質疑並びに一般質問
 5日 (水)　　 〃
 6日 (木)　　 〃
 7日 (金)　　 〃　 （一問一答方式）
 11日 (火)　　 〃　 （一問一答方式）
 12日 (水) 常任委員会
 13日 (木)　　 〃
 14日 (金)　　 〃
 17日 (月)　　 〃
  19日 (水)　閉　会

【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】

【中継】

※日程は変更になる場合があります。傍聴
の 際には 、議 会 事 務 局 議 事 課（ T E L 
088-823-9534）で必ずご確認ください。

※定例会、委員会の開催予定及び傍聴方法
は高知県議会ホームページにも掲載して
います。

議員定数問題等調査特別委員会の動き（6～8月）

6月22日
組織委員会を開き、正副委員長を選出。
8月23日
公職選挙法等の関係規定の説明を受け、
今後の委員会の進め方について協議。

県議会議員の定数、選挙区及び選挙区別議員定数についての調査検討を行うため、
議員定数問題等調査特別委員会を設置しました。

左から野町雅樹（新・くろ）、池脇純一（公明）、塚地佐智（共産）、大野辰哉（県
民）、土森正典委員長(自民)、上田周五副委員長（県民）、三石文隆（自民）、依光 
晃一郎（自民）、明神健夫（自民）、弘田兼一（自民）

※番組編成の都合により、一部録画中継となる場合が
　あります。

　
環
境
省
は
、８
月
ま
で
に
全

国
の
国
立
公
園
32
カ
所
の
中
か

ら
５
カ
所
を
指
定
し
、平
成
32
年

ま
で
の
５
年
間
で
集
中
整
備
す

る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
表
し
た
。愛
媛
県
と
も



̶4̶「こうち県議会だより」の点字版・カセットテープ版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局議事課（TEL 088-823-9536）へ。

産業振興土木委員会産業振興土木委員会
■地域観光推進事業費について
執行部から、「志国高知 幕末維
新博」の開幕に向けて歴史観光資
源等強化事業費補助金を創設し、
地域会場となる市町村が行う歴史
資源の磨き上げと観光クラスター
形成の取り組みを支援するもので
あると説明があった。
委員から、テレビなどを活用し
た効果は非常に大きく、いかにマ
スメディアを活用するかが重要と考
えるがどうかと質疑があった。
執行部から、現時点ではＮＨＫ
の大河ドラマの追い風もなく、より一層の広報力が必要であり、マスメディアを活用
したプロモーション展開に力を入れたいと答弁があった。
委員から、広域周遊コースの企画はどう進めていくのかと質疑があった。
執行部から、産業振興計画における７つの地域ブロックごとに広域観光組織と連携
して観光客が周遊しやすいコースづくりに取り組み、個人観光客に向けてはＪＲ等の
主要駅からのプランも検討したいと答弁があった。
委員から、歴史資源の磨き上げには専門家が必要と考えるが、学芸員の働き・役
割をどう捉えているかと質疑があった。
執行部から、専門性を持つ学芸員の力は大きいが全ての会場で十分な配置がされ
ている状況ではなく、「ミュージアムネットワーク」と連携した技術的な支援などを検
討していきたいと答弁があった。
委員から、磨き上げをして広域化を図るためには新たな発想や全体を見渡す視点、
地域性の出し方への助言なども必要であり、県が一緒になって歴史資源のリアル化に
取り組まなければならないと考えるがどうかと質疑があった。
執行部から、県から市町村にアドバイザーを派遣するなどして市町村と一緒に取り
組むと答弁があった。

志国高知 幕末維新博 (平成29年3月開幕予定 )

商工農林水産委員会商工農林水産委員会
■（仮称）南国日章工業団地について
執行部から、造成計画の範囲や単価が決定したことにより、用地取得を進めようとす

るものである。また、補正予算は団地内に整備する市道用地についても、県が先行取
得する計画としたため、この市道用地の買収面積の増加などに伴うものであると説明が
あった。
委員から、この工業団地に進出し

てくる企業の見込みはどうかと質疑
があった。
執行部から、県内企業の工場等

の増設・移転等に関する意向調査
では、150社から回答を得たが、そ
のうち、62社が移転・増設を計画ま
たは検討しているということである。
また、県外の企業については、県を
挙げて誘致活動を行う中で、本県
への立地に興味を持っている企業も
あるので、引き続き企業誘致に取り
組んでいきたいと答弁があった。
■伊方発電所３号機について
執行部から、５月１２日に開催した、四国電力との勉強会において、「熊本地震と同じ

ような強さの地震が起こった場合、伊方発電所は大丈夫なのか」、「伊方発電所の地盤
は壊れやすいという専門家もいるが本当に堅固なものか」等の確認した事項について報
告があった。
委員から、四国電力の説明に関して、専門家の意見も聞き、説明内容が本当に適切

かどうか検証し、四国電力に対し言うべきことは言わないといけないとの意見があった。
別の委員から、勉強会での四国電力の説明に対する県としての評価が必要である。

これまでの専門家による検証結果について公表するよう意見があった。
執行部から、これまでも専門家の意見を聞くなどして、県として四国電力に対して言う

べきことは言ってきたと考えており、今後もそうしていく。また、専門家による検証結果に
ついては、公表していきたいと答弁があった。

６月16日、17日、20日（６月定例会中）
付託された２件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
高知市地域産業クラスター等の取り組みについて現地調査。

８月１日
出先機関等の調査事項の取りまとめ。

産業振興土木委員会の動き（6～8月）
６月16日、20日（６月定例会中）
付託された５件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。
意見書案1件を審査。

7月29日
出先機関等の調査事項の取りまとめ。

商工農林水産委員会の動き（6～8月）

６月16日、20日（６月定例会中）
付託された２件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案２件を審査。

８月２日
出先機関等の調査事項の取りまとめ。

危機管理文化厚生委員会の動き（6～8月）

危機管理文化厚生委員会危機管理文化厚生委員会
■危機管理・防災推進費について
執行部から、熊本地震により被災した熊本県益城町へ派遣した高知県災害応援隊の

旅費等であると説明があった。あわせて、熊本地震に関する高知県の被災地での支援の
状況について説明があった。
委員から、派遣された職員の体験等は大変参考になったとのことだが、聞き取りは各部

局で行い、その後危機管理部で集約するのか。また、南海トラフ地震対策行動計画や避難
所運営マニュアル等にはどう反映させるのかと質疑があった。
執行部から、各部局で取りまとめた後、高知県南海トラフ地震対策推進本部会議で全

体の取りまとめを行う。南海トラフ地震対策行動計画等への反映は随時行っていくが、これ
から復旧段階に入っていくので、まずは応急期の対応として５月25日時点までに把握できた
内容を反映している。この行動計画の最終的な見直しは年内になるのではないかと考えて
いると答弁があった。
■地震対策企画調整費について
執行部から、11月５日の「世界津波の日」にちなんだイベントとして、防災分野で活躍する

将来のリーダーの育成を目的として国内外の高校生を本県に招き、黒潮町と共同で開催す
る「世界津波の日」高校生サミットに要する経費であると説明があった。
委員から、サミットは高校生の経験

の蓄積として重要な意味があるが、
限られた人数しか参加できない。この
経験をサミット終了後にどう生かして
いくかが重要ではないか。例えば、サ
ミットに参加した高校生がほかの高校
生に対して報告会を行うことなどを考
えてはどうかと質疑があった。
執行部から、現在は主にサミットの

プログラム等中身の調整に取り組ん
でいるが、将来に向けて今回の経験
をどう生かしていくかも重要であり、教
育委員会とも協議しながら検討して
いきたいと答弁があった。

高知県緊急消防救助隊による救助活動（熊本県）

６月16日、20日（６月定例会中）
付託された16件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。
意見書案３件を審査。

８月２日
出先機関等の調査事項の取りまとめ。

総務委員会の動き（6～8月）

総 務 委 員 会総 務 委 員 会
■高知県住民基本台帳法施行条例及び高知県行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
並びに特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例
議案について
執行部から、マイナンバーを利用できる規則連携事務に関する規定や庁内連携及び団

体内他機関連携を可能とするための規定を追加するとともに、規則連携事務において、申
請人からマイナンバーの提供を受けることができない場合に、行政機関等が住民基本台帳
ネットワークシステムを利用し、マイナンバーを確認できるように定めるものであると説明が
あった。
委員から、条例で定める事務を追加する考えはあるかと質疑があった。
執行部から、条例で定めようとする19事務は、国の個人情報保護委員会が例示してい

る事務の中で、高知県に該当する事務を規定するものであり、現時点で追加はない。また、
個人情報漏洩対策については、システムをインターネットと分離したり、データが取り出せな
いようにするなど、万全の安全対策を講じていくと答弁があった。
■高知県児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例議案について
執行部から、児童福祉施設の設備及び運営に関する厚生労働省令が一部改正された

ことに伴い、高知県児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例に規定する
職員配置について、当分の間特例を
設けるものであると説明があった。
委員から、保育士の勤務環境の

改善につなげるための保育士配置
の特例について、保育の質をどう担
保するか。また、保育の担い手の確
保の見通しはどうかと質疑があった。
執行部から、今後とも市町村及び

施設に、保育士の確保に取り組むよう
要請するとともに保育士の研修の充
実を図る。また、子育て支援員は、一
定の人数が確保できると見込んでい
ると答弁があった。

保育所における乳児保育
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